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　わが京都帝日大仁の宇宙物理學教室（一般に，

永く『大學天文壷』Kyoto　University　Observatory

ミ申してみたもの）が成立したのは大正十年のこ

ミであるし，爾ほ，此のやうな名が無い以前から，

大貫の物理歎室の一部Sして，天文現象の観測や

研究が行はれてるたのは辛く明治四十何年頃から

のこεであった．一一其の頃は，京都の市中も今ほ

き近代化して居なかったので．街路の雑踏や，民

衆の天文趣味も登達してみなかった代りに，煤煙

や塵埃のため察氣が大して汚れるこεも無かったので，今ミ引きくらべて

見ても，明らカ’に，わが京都は，實に古典的な，所謂「山紫水明」の，好い

都會であって，室も割り合ひによく晴れ，夜の星や月の光りも澄んで美し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
かった，天頂や北天は言ふに及ばす，大學から南や西の方向，帥ち京都市

街の上室でさへ，水墨線近くまで星の光りが滑えすに見えたので，春には

「センタウル」星座のオメガ昆團や，冬には俗に「老人星」ε呼ばれる型≧カ

ノプス星が毎夜見えたものである．Sころが，大正年代に入ってから，京

都市も大踊展を遽げ，殊に先帝の御卸位御大典に際し，市街々匠が急激に

近代化したナニめ，夜の室も明るく，叉，塞中の埃も著しく多くなって來て，

望遠鏡裡にも，微光星は見にくSなり，殊に南天や西天に頻出するi彗星な

きを見るこSは極めて困難に悉じる有襟ミなった．只，束S北の室だけは，

まだ當分の間，天胆観測上の三園であるご思はれた．

　しかるに，大正十四年の春早く，自分が満ニケ年牛の外遊を終へて，多

少のアムピシヨンを胸に抱きっS，久しぶりに京都へ蹄って來て見るS，

驚いたこSにも，吉田田中白川あtりの新しい褒展のtめ，大學天文壷の
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ftめに「Sつεき」の生餌である束ε北が全く冒されて了って，吉田山の上

にはまぶしい電飾が毎夜輝やき，北には北極星の落ち付いナこ光りが，εも

すれば（雲の中に………では無くて）埃の中に揮えやうミしてみる哀れな

姿であった．昭和の初年頃から我が天文毫には内外に誇り得るやうな大小

の観測器械が即し加へられ，人員も多くなったけれさ，此の汚れた室氣を通

しては，今日の天文學の中心問題である微光星の研究に指を染めるこミが

志んS“zx可能ミなり，叉，大正十五年頃から世界的に急に活氣を呈して來

ナこ彗星界や流星界への研究に参加するこミも，京都ミしては殆んS絶望ミ

思はれた．それで．止むなく，他へ出張して，（時々は，北海道や，満洲や．

皇潤にまでも出掛けて往って），天府観測を遽下しなければならない駄態で

あった．

　さて，叉，こXに，いよいよ京都大學の天文皇が天罷i観測に不適當の土

地であるミいふ刻印が押されたのは，最近，市の吉由東山通りに市街電車

線路が布設せらるやうになった事實である．天文塞は大里構内の西邊（但

し署學部を除く）にあって，すぐ其の傍の京都高等工藝學校敷地εの間に，

吉田から百萬遍へ抜ける細い道路が者しからあったのであるが，之れが一

等道路に籏張されて，熊野から銀閣寺への電車：線路が布かれるこεになっ

た．電車が布かれkのは昨年の初めで，世間は漸く昭和御大典の準備にかN

ろうミする時であったが，しかし斯うした話しは，實に可なり以前から吾

々の耳にしてみたのであって，古くは大正八九年の頃，一時，電車の件が

急に進展するやうな風評もあり，自分等も種々協議の末，新城博士（當時

の教授）や佐’々革緒夫君（故人）等ミ共に，吉田山に眼を付け，巻尺を携へ

て測量に行ったこξなさもある，從って，電車線布設のため，天文皇が移

韓しなければならないSいふ問題は，約十年間，絶えず吾々の念頭を去ら

なかったのであって，天文肇の食：堂での茶話しなさにも，移るべき新天文

墓の候補地は何地が好いかなさミ，よく議論を闘はしたものである．しか

し，初めの間は，大呼の各群舞や各教室εの交通や漣絡の便不便を重く見

て，多くの意見は「吉田山が良い」εいふのに一致してみた．從って，前記

の如く，電車以外に，むしろ墨．っ旦重大問題Sして，市街の爽展に伴ふ室
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　　　　　　　花山を中心Eぜる京都の近郊（1／27SOOO）

氣の汚れεいふ事が観測上底に注意すべきであったに拘らす，二三年前ま

では，やはり，「吉田山へ」εいふ考へが大多湿の關係者の臓鯉にあるやう

に馳えた．それで，大正十五年の頃，京都市の都市計書が熟して，愈々わ

が天文毫の移韓嘆きを決定的に定めなければならないやうになった時，先

づ吉田山上に必要な地積を求めやうεする交渉や蓮動を開始したのであっ

た．其の結果，吉田山驕係の民間の地主ナこちや，吉田示表慶の責任者ナこちは

大数に於いて賛意を表せられたのに，意外にも京都府聴の方から「風致保

存上から見て，天文蔓の建築物は吉田山上に宜しく無い」ミいふ理由によ

って不賛成の意見を致され，藪に暫く吾々は途方に暮れる有様εなつナニ・

近代の天文毫を飾るドームの建築が，風景を美化するものであるか，叉は

醜化するものであるかは，佛國のニースや，英國のエデンバラ，濃鼠のヰ

ルソン山や，ハミルトン出の，濯物を見るまでもなく，輩に一葉の爲眞を見

た唱ナでも判定される聞題ではあるのだが，悲しいかな我が日本には近代

的の典型的な天文毫建築が今まで一つも無かつナこため，軍なる無智者の妄

想から「風．致上宜しく無い」ε，悲惨でもあり滑稽でもある断案を下されて・
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吾々は，あきれつN，一癒ひき下らざるを得なかった．

　ミころが，此の失望が，新たに「花山山」の提唱によって，急に喜悦に

韓するこミになった一其れは實に昭和二年の春のこSであった．

　花山山は，地圖を籏けて見るS，京都市の東邊をめぐる東山連丘中の，

かの清水山の東方に隣りする山であって，清水山εの間には，多くのロマ

山
．
科
よ
リ
見
糞
る
花
山

ンスを蔵するかの稚見ケ淵を囲んでみる．從って，躍れは所謂「東山」S

は違った山系に屡し，政治的にも，之れは京都市には含まれて居ないで，

明らかに宇治郡山科町のものである．高さも，御隣りの清水山より僅か低

いため，京都市内からは全く其の姿がかくれて見えないけれさ，山科の側

からは誠に良い形の，眼に付き易い位置にある．山頂は極めて李らかで，
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實に廣い面積を住宅地に化するこミさへ出纏るやうに見える．一心の花

山山が地主中井三之助氏等の厚意によって，大漁の天文豪敷地のために寄

附せられるεいふ意味が吾々の耳に入ったのは昭和二年の五月であった，

そこで，吾々天文皇の職員は三々五々相俘って，散歩かたがた此の山の實

地踏査を試みた．参謀本部の地圖に障るミ，此の山へ登るには三つの小径

がある．其の一は清水山の北を迂廻して稚見ケ淵に出で．それから直ぐに

登るもの，其の二は五條通りから澁谷越えの街道をbンネルまで來て，そ

の東口から山に入るもの，其の三は山科町大字北花山から直接に將軍戸へ

行く道を利用して，東南麓から登るものである．此等の道は皆各々手分け

　　の　　　　　　　　　　　　　　　ぐ

，；．．が○職画　叡

開
拓
以
前
の
花
山
山
頂

して踏査されナニ．道ミ言っても可なり怪しいたちのものであり，殊に花山

山の中央部には，全く道が無いS言っても好いやうな雑林であるので，深

靴をはいて無噌に歩きまわれば，山の如何なる鮎にも足を踏み入れるこε

が出早る代りに，地葺を誤ったならば，可なりの底ひ子にならなければな

らない山であった．自分も択る時，第一の道から登山するつもりで，清水

山の中に踏み迷ひ，實に危い目に遭って漸く聴診ケ淵に出た経験を持って

るる．

　しかし，此の花山山の形は，實に見事な美しい饅頭形であって，頂上は

廣い例規面積を有し，地圖の等高線は皆大口圓形であるから，山の輪廓は

東西南北何れから見ても同形の，しかも，緩な，誠に柔らかなカーヴを見
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　　　　「花瞬道路」案内（1／rl・。・）　　　　　せてるる．天文皇の敷地εし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て維好の地勢である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地勢だけでなく，位置も好

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い．高さも好い．高さは，山

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　頂が海按221メートルで，京

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　都市街よりは約170メートル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高いから，市街から立ち上る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　煙や塵からは殆ん曹全く逃れ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てるる．叉，西隣には海抜242

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メートルの清水山があって，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　之れが恰も屏風の役目をして

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　呉れてみるから，夜の街燈を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全く遽iつてみる．侮ほ將軍塚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一帯の連丘は上京方面の光を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遮iつてみる．しかも此等の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スクリーン蓮山は決して吾々

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に無情では無い。清水山の南

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　からは深草伏見の近景から，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八幡山崎を越えて大阪芝大阪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　潜に至るまでの遠景を見せ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　清水山霊將軍塚Sの間の鞍部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　からは，西陣から多事御室嵯

　　　　　’　　　！　　　　1　　　　峨及び愛宕あたりの景を選ん
　　　　　、　　　　　　　　薩
　　　　　ロ　　　　　　　ご

　　　　　　l　　l　　　　　　　　　1で見せてみるし，將軍戸の北
　　　　　　ロ　　　　　　ノ
　　　　　　　　　ノ　　　　　メー㍉．．ノ　　　　　　　　　　にはなつかしの吉田や岡崎及

沖奪　　　慰饗1：翻
全面積ε，之れを園む北や東の山々から，南は宇治木幡醍醐の由績きも指

呼の間にある。景は皆わが日本の美ε史蹟に富む所々を含んでみる．そし
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　　しに天文皇敷地ミして受理さ

れた土地は，花山山の山頂部のみ

を選んで庚さは約8000坪である，

昭和二年の夏には，石井英橘少將

（當時大佐，伏見の工兵大像長）の

厚意によって，此の山へ，京都市の

蹴上けから三間輻の自働：車道「花

山道路」が開かれナこ．蓋し，恰も此

の時，工兵隊の演習が此のあたり

に行はれナこためである，此の演習

は約一・ケ月間行はれ，此の間に，

全く高女山林が開拓されて，長さ

2000メートルの車道が出來上った

のであって，之れには見る者が皆

驚いた．

て，北S南ε西に遠く見える比叡，生駒，愛宕の三峯を除けば，こSから

見える山々は殆んさ皆海抜500メートル以下のものであるから，何れの方

向にも，殆んさ地李線上の天艦観測を妨げてみない，

　此の絶好の天文毫候補地は，實地踏査をした人々が皆異口同音に大賛成

を唱へた．從って此の土地の寄附を喜んで受ける手績きが順調に渉つた．

　こ

薩蕪癒
ケプラー黒占［：於ける

「花山道路」標

　天文壷建築の設計は昭和二年から同三年へかけて行はれたものであっ

て，元來之れは今までの大虚天文褻の移tW　NSいふのであるが故に，建築物

の内容は大腿雨天文応其のまNである．只，特別な地勢の關係上，室の配

置等には可なりの新味を加へた．

（二）花山天女蔓の現況

　わが天文峯は，京都府宇治郡山科町大字北花山の小字大峯ミいふ風な地

名にはなってみるが，實は京都市の境界線から僅かlOOメートルほさし

か離れてみない場所なのであるから，電燈も電話も，其の他，交通や通信
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本

，
ト
耽

犠

館

礪画廊まで皆漉酌内面であっ

本籍の九メートpレ大ドーム

て，且つ，近いうちには山科町の一

部ミ共に京都市の中へ編入される

噂もある．天文牽の敷地面積は，前

記の通り，約8000坪．廣さを以って

大に誇るには足らないけれさ，諸

建築や諸器械を置く主目的LJ外に

も多くの畑地を有してみるし，又，

目下，天文壷以外には，全山一腿に

入の氣も無いのだから，事實上，誰

からも観測の妨害を受けないで，

敷地は恰も十三萬坪を擁してみる

に等しく，廣々εし，叉，閑静であ

る．

　天文毫の建築物ミしては，本館，
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別館，太陽館，子午線館，および宿舎の五つが既に出來上り，爾ほ近い將

來には小観測室ε第二宿舎ミが建てられる豫定であるが，豫算の關係上こ

の最後の二つは未だ着手されてるない．

〔1〕本　　餉

　まつ本館は，全敷地の最高鮎に，最も難い面横を占めてみるものであっ

て，西端に高くドームを持ち，屹然ミして鐸ゆる五暦櫻である，室の敷は

絡数21，EPち下の如くである．

第　1號室

第u號室
第12號室

第13號室

第14號室

第21號室

第22號室

隅23號帯

解24號室

隅25耶蘇

大赤道儀室

教官室（山本）

同　　（上田）

教官用暗室（上田）

同　　　（山本）

大暗室

顯微測定室

無線室

宿直室

使丁室

第26號室

第30號室
第31號室

第32號室
第33號室
第34號室
第40號室
第41號室

第42號室
第43號室
第44貌室

化粧室

鷹接室

圖書室兼集談室

篇眞原板室

主事室

電話室

時計室

貴験室

試瞼室

硯究室

助手室中村）

上記のうち．大赤嶺儀室は直径9メートルの圓形であって，圓蓋の頂貼

．警撫趨
　　　饗撃聴艦
繋私讐

騒隊

掩

本館よリ見たる山科方面の景
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は敷地の最高鮎を抜くこS約20メートル，李均の梅面よりは約240メート

ルの高さにある．此の室の外側には幅1メートルの堅牢な露皇をめぐらし，

三尊の眺望ミ共に，四方の地上景色を恣まNにするこミが出來る．此の

大赤道儀室の東隣に用水7立方メートル（40石）を容れるに足る大タンク

を置いてみる．こΣに來る水は天文皇敷地外の北方の谷から水管によって

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドLム

「御茶の露蜜」

吸ひ上げる装置である，

は幅員約1メートル4≧の長駆を

有し，之れを直鎖によって容易

に開閉するこεが出塁るし，叉，

ドーム其のものは電動力によっ

て自由自在に運動する装置にな

ってみる．此のドームは紳戸の

川崎造船所が設計製作したもの

である．　ドーム内には英國クク

會野瀬の口as　30センチの屈折式

赤道儀望遠鏡が据えられてある．

　本館の圖書室の屋上は廣い露

峯になってみる．廣さ約35坪，

其の南も東も北も皆開けて，遠

近の眺めを遮る何物も無い．只，

西の一部がドームによって遮ら

れてみるが，懸れは恰も済水山の方向に三ってるるので，駆りにドームが

無いεしてt、，眺めは殆んさゼロの方面である．此の露毫には小型の観測

用石毫が二個置かれてある．之れは簡輩な経緯儀観測なさを行うのに好い

場所であるが，其のほかにも，此の露毫全艦は，夜間の流星観測なさには

絶好の場所であるし，書間は地上のパノラマを見るのに適してみる．

　叉，此の本館の屋上，丁度日立閥の頭上に別って，鐡の財田附きの，庚

さ4坪ばかりの小さい露峯がある．南ミ東εが開けて，景色を樂しむこミ1

が出呵るミ同時に，西ミ北εは高いコンクリート壁で園はれてるるので，
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冬は北風を避け，：夏は西からの日光を遮ってみる．從って，此の場所は小

机や籐椅子でも並べて，「午後の御茶」でもすXりながら密談や俗談に花を

険かせるのに利用される．

　ドームの直ぐ下は教宮室や教襲用暗室ミ共に，可なりの廣さのホールが

ある．北向きの窓もあって明るいから，此の揚所には陳列棚を置いて，研

究や観測に連係ある品々を並べ，研究者の参考に供し，叉，來訪者の眼を

：喜ばせる．

　教官室の下に由る大暗：室ε顯微測定室ε無線室ミは，皆研究用の小室で

あって，日座りも良く，他の妨害は無くて，落ち付いナこ仕事の出來る室で

ある．

　圖書室は糖内第一の廣さを持つ室であって，凡そ12坪，南西一・帯に多

くの窓を有する明るい室である．北S東の壁面は一ばいの高い書架がある．

今は未だ落成したばかりで，耐熱には鯨地が澤山あるけれE，．，日ならずし

て此所は内外の楽書を獄って満ナこされるこミであらう．此の室は中央に二

つの大型な閲覧机を持ってみるが，之れを暫く他に移せば、中は納15Q人の

席を並べて，小集會を曰うすこミも出面る．此のために，室の西側の壁面

の一牛は黒板εして，叉，其の詰りは映爲書の幕ミして利用するこεが出

來，筒，亘れのために一毛のエピデアスコ1プも置かれてある．毎月の定

日に大菱の内外から多少の人々を迎へて，墨術的の講演會や談話會が此所

で開かれる筈である．

　圓書室の西隣に爲眞原板室ミいふ小室がある，亘れは此の天文毫で撮影

された天龍主位の原板を整理し保存する室であって，差し睡り，室の南ε

北Sの壁面には爲眞ガラス板を入れる特製の棚があり，反，窓側には之れ

等を其の場で瞼査する簡輩なデスクミ腰掛けもある．此等の設備は隣室の

書架ε共に，近代に於ける天文研究の三面εして必要なものである．

　圖書室の下方は助手室ε研究室試験室等が一列をなしてみる．此所は中

村助手の王國であって，研究室ミ試駿室εは，レンズや反射鏡面等の，光

學器械製作乃至試験に關する中村磁針特の研究が行はれる場所である．

　此の層の西にある二面は，一は時計室であって，天文皇の生命であろ標
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準時計や報時装置が置かれ，他は二一室であって，諸種の物理學的弓験研

究が行はれる事を豫想し，二個の實wa峯　S若干の精一机ミが据えられてあ

る．此等の二つの室は温度や明るさを任意に調節するこSも出來る．

〔2〕別　　館

　天文皇の別舘は一つのドームミー・っの研究室ミを含む建物であって，下

の如く，四つの室から出來てるる，

矯．t

Ei　：P」’＝”＃17SE

透

・懲．．．．s

　　　　　　　　ふ一

　　翼・・親

’璽iミ

　濾．　聾．、尼！歳，加瀞・｝

三三緯∵喪昌
　　　　り　　　を峯：∵τ戸叡，、鴎「

　　　　　別　　　　館

ら，三重窓ε，棚ミ，水流しの装置が便利に設計せられ，研究観測の繰作

上遺漏無く出來てるる．

　此の建物の研究室は全く此の第二赤道儀の研究者のために作られたもの

で，廣さは一人乃至二人の研究者を容るしに留まるけれ♂，こしに水もあ

り，電話もあり，しかも全く他から離れた別天地であるから，静かに研究

に耽る者の理想境であらう．

　此の建物も，屋上は可愛らしい露皇になってみる．東ε北ε南ミの眺望

は他に劣らない．只，西だけはドームに妨げられてるるが，しかし，ドー

　第50號室　　第二赤避三二

　第51號室　　小暗室

　第52號室　　研究室

　第53號室　　材料室

　第二赤道儀室にはツァイス・

ザードリウス製の口径18センチ

屈折式赤道儀望遠鏡を入れてみ

る．室は直径5メートルの圓形

で，ドームは由れも亦紳戸の川

崎造船所製である．屋根の南窓

は幅員120センチ．全手は簡軍に

手で自由に廻毒するこミが出來

るやうになってみる．

　第51號室は可愛らしい爲眞嗜

室である．ドーム室から直ぐ出

入が出町る構造で，小さいなが
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花山天文壷の敷地略圖

　　Cl／2800）

1　本　館

2　別　館

3　子午儀線館

4　太陽館

5　　宿　舎

6　　カ’レプー鏡

7　　プラシア鏡

8　　ハイデ櫻

9　無線アンテナ

ムの夏に西側には小さい牛坪ばかりのゴランダがあるから，此の所からは

清水山S，其の南に開けてみる大坂李野を見るこε力出來る．

〔3〕子午線館

　子午線館は木遣家で，次の三室から成ってみる．

　　第　　60　號室　　　　喪輻【vatJ準備室

　　第61號室　　子午儀室

　　第62號室　　経緯儀室

子午儀室は我が天文皇全髄の位置の元標溝も言ふべきものであって，廣さ

4坪の正方形の室の中央に石の皇を設け，此の上にバム・ミルビ型の子午儀

・を据えてみる．將來は此所に子午環を置き得るのであって，屋根は幅50セ

ンチの長窓を開くやうに装置されてるる．言は」Ψ典型的な子午線室である・

此の室ミ本館の無線室や時計室εの聞には電線の連絡があって，精密時刻

を相互に通じる仕掛けがある．

　隣りの錘鍾儀刀は實に我が天文壷猫特の設計を誇るものである　中央に

石の器械毫を置き，屋根は3埣のもの全艦が軌道によって東の方へ屋外に

移動するこミになってみる．從って此の室では，蕾に子午線内の観測のみ

ならす，卯酉線でも其の他如何なる方位にある天艦でも自由に観測する二
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εが出陰る，そして頭上から入b來る星の光りが長窓を通るのでなく，全

くの野天同様の漸々霊した天室から直接に光りが來るのであるから，近年

の問題ミなってみる身中の光線屈折率集を極めて簡軍に取り扱ふこεにも

なる．

〔4〕太陽館

　太陽館は上下二暦，各々一室づ、を主なるものSし，伺ほ其の他に野馬

暗室be一．つ有するものであって，即ち次の通り．

　　　　　　　獅闇馳r門：…　　　’　　　・　　第70盤室　　太陽研究室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第71號室　　太陽親測室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　箪72左室　　附属暗室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　太陽親玉室は深く地下に掘

　曝，董

難購

纏難

　　　本舘のドームより見たる太陽一

口する目的に用ゐられる．蒋來は此の建築の一角に高塔を建て，室氣の動

揺から全く免れた太陽研究を試みtい希望である．

　太陽館の位置は南ε東の低い天趣までを自由に観測するこミが出來るや

うになってみるから，太陽研究止最も有利な時機ε認められる早天の太陽

を何物にも遮られすに観測するこミが出來る．

り下げた室であって，南側に

1メーbル李方の窓二つを有

し，其のうちの西窓外にはグ

ラブ會肚製の新式42センチ・

シーロスタトを据えてみるし

又，東窓外には同じグラブ製

の30センチ・シーロスタト

ミ，ザートリウス製の15セン

チ・シデロスタトεを据えて

みる．何れも皆，太陽の光線

を観測室内に導き入れ，大小

種々の爲眞装置によって，太

陽や黒鮎な♂の活動状態を撮
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　　　　　　　　　南西の方角より見t：ろ太陽館

　天文塁の口的は遠い天龍の研究にあるけれき，槻測者ε齪測所εが我が

地球上に存する以上，地球をつしむ室氣圏の研究も忘れてはならないもの

である．尤も，京都には府立の一等測候所があって，日々の氣象状態につ

いては綿密な齪測が編えす行はれ，從來も時々我が大古天文皇は貴重なる

通知を此の府立測候所から受けてみた．しかし，こんさの花山天文皇は，

其の位置が市の束へ離れて，府立測候所からは直線的に約2キロメートル

を距ナこってみるし，又，海面よりの高さの關係も，府立測候所から著しく

違ってみる，それ故に，天文毫εしては，必要鉄くべからざる程度に於い

て，一通りの二二観測を行ふこεSし，其れがナこめの諸器械を皆太陽館の

内外に据えるこミにした．尤も之れは，氣象騒動の主原因が太陽であるか

らεいふやうな理由による0）では，必ずしも，ないけれさ，Sにかく此の

太陽館の附近が最も適常してみるミ考へられるからであって，例へば風力

計や風信器は，太陽館の屋1：に，氣歴計は太陽館の階下の齪測室に，又，

寒暖計や腰縄計や日照計は太陽館の窓外に置くこミによって，他の場所よ

りも最：も有敷に其れ其れの能力を螢揮するこミが出來るε思はれるからで

ある．

　太陽館の屋1二は，昇降に一寸危険な直立階梯を利用しなければならない

けれ♂，昇れば眺望亦頗る好い所である．此所こそは，東西南北の四方面
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が完全に開けて，何れにも近く眼を遮るものは無い．只，本館や別館の露

皇に比べて，僅かに二三メートルだけ低い恨みはあるが，しかし附近の松

林も亦同様に低いのであるから，事實上は差支へ無い．特に此の場所から

見る山科の山野の景観は，飛行機上からの景色を思はしめる．倫ほ今一つ

此の屋上の誇りは，外界への眺めだけでは無くて，天文皇構内の景翻が此

所から最も良く眺められるこεである．本館の偉大にして叉，優美なる姿，

別舘の愛らしい形，取り園まれた松林の線の中から浮び出ナこやうな此等文

化建築の眺望は，何ε言っても太陽館の屋上からのみ味はうこεの出來る

ものである．

〔5〕宿　　舎

　宿舎は，もεもtr大正天皇の御部位大嶺に御用みになった朝集所の一部

を下賜されたものであって，過去十年間，大學天文皇に於いて「星學研究

室」の名の下に使用された木造李家であるが，今度又々移されて此の花山

上に再建せられ，室割りなきすっかり改められて，誠に恰好の形に住宅化

されたものである．其の内容は

第80號重

目81號室

第82別室

第83號室

第84自室

第85號室

洋式居室　　　　　3坪　　第86號室

日本式居室（山本）10盤　　第87號室

日本式居室　　　　7盤　　第88．號室

日本式居室（中村）　8踵　　　第89號室
　　　　　　　　　　　1
0本式居室（森川）　6聲　1第90號室

洋式房室　（上島）4坪　1

食堂洋式 4坪
使丁室口本式4蛭孚

日本式蔓所

日本式浴室

便所

4愚母

　皆皆ならば六人（使丁を除く）が住居するに適してみるが，特別な場合，

全門下力ミして約十五人目容れるこEが可能である．

　上記のほか，構内にはガルゾーの反射望遠鏡ε，ブラシアの反射望遠鏡

ミ，ハィデの屈折赤道儀を牧容する三つの移動家屋がある．尤も此等はむ

しろ大型の「器械箱」乃至「器械掩ひ」ミ樗すべきものであるが，εにかく，

上記の建築物ε相並んで，何れも皆，人目を惹き，天文毫設蒲εしての異

彩を放つ℃みる．

　　　　　　　　　　　　（三）主激烈丈機械

　今，天文皇にある天文器械の主なものは下の如くである．
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口〕　クク製ロ径30センチ屈折式赤道儀

之れは去る昭和二年，英國から購入したものであって，出物レンズの直

クク製30センチ屈折式赤溢俄望蓮鏡
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径30センチメートル（自ロち12吋），焦黒占距離4．5メートル（15吠）．全艦が頑丈

な砂柱の上に乗せかけられてみる．購入後，一時躍れは大學天文皇の9メー

トルのドームの中に牧められて，彗星や火星，愛光星等の観測に用ゐられ

てるた．今度，やはり，花山天文皇の本館の9メートル内に据えられたも

のである．レンズの式は眼視的であるから，多くの此の種の例に漏れす，

遊星や彗星，二重星等の測微観測に適する器械であるが，自働装置が頗る

堅牢確實であるナこめ1又，近頃種々な爲令嗣の進歩登蓬を利用して，之れ

により特種な爲眞観測を行ふこεも出馬る．近い將來には叉，此の器械に

光電光度計を取りつけて，精密な天艦光度の観測を途証したい希望である．

葡ほ此の赤道儀には可なり大型のヒルガ1製分光器が附属してみるから，

之れによって太陽紅眉の眼視観測をするこSも出來る．叉，咋年，我が中

村助手は径16センチ焦黒占冠3εいふ珍しい強力の爲眞用反射鏡を製作し，

貼れを此のクク赤道儀に取りつけて，屈折望遠鏡を案内望遽鏡に用みつN，

極微光星の撮影に成功した記録を持ってるる．今も爾此の反射鏡は屈折機

の側に取りつけられてあるから，將來にも此等の珍らしい研究が行はれる

だらう．一何ε言っても，此の望遠鏡は，今，全日本に活躍してみる屈

折式天文望遠鏡の中の最大のものであるから，集光力も，倍率も，共に分

れが日本一であるし，叉，例の16センチの中村鏡は天罷塵溜カメラεして，

一時間の爆爲中に17等級までの微光星を影撮し得るごいふ；粘に於いて，實

に東洋一の傑物である．

　　〔2ユザ1トリウス製口早18センチ屈折式望還鎭

　坐れは明治四十三年の頃，かのハレイ大彗星出現の機に，ドイツ國から

購入されナこ器械であって，蜀物レンズはツアィス光學會刺二が製造したA型

アボク・マテクε呼ばれる極めて珍らしい種類に罪する．器械部はゲチン

ゲン大隅のアムブロン，シワルッシルド爾教授の考案によって，ザ■一tトリ

ウス會社が製造したものであって，其の纏緯の廻韓装置や，目盛り環ε其

の内外の照明ランプ，自動装置や，讃み取り一華鏡なE“，すべて頗る新式

に出來てるる．叉，旧れには径6センチ双玉の写角カメラが附資してみる

し，伺ほ，シタdンハ1ル製のi脛18センチ贈物プリズムも附卜してみるか
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　　　　ザートリウス望遠鏡の接眼部

あらゆる意味に於いて現代の恒星問題に為する諸種の観測を行なふ能力を

持ってるる．鐵柱や其の‘ヒ皇は，此の種の機械εしてむしろ桁外れの堅牢

なものであるし，自働装置も頑強である．此の赤道儀は今わが別館のドー

ムに牧められて，大に將來の活躍を期待されてるるが，從來は永く二二天

文肇の煉瓦造りドームの中にあって，種々の口的に用ゐられた．大正九年，

百踏助教授（當時は大証院愚生）がテンペル彗星を畿見しナこのも此の機械で

あった．叉，自分が鷲座や白鳥座の新星の分光窟眞を撮ったのも回れであ

った．最近まで，躍れは攣光星の観測や，太陽面の直接窟眞に用ゐられて

るた．

ら，星の直：接爲

眞や，分光爲眞

を撮るこミも容

易である．二重

星や彗星遊星等

に用ゐられる位

置測微尺もレプ

ソルド型の極め

て進歩した型式

のものである．

一総じて此の

赤道儀は，大き

さだけは前記の

クク機に劣るけ

れさ，其の全膿

の構造や，部分

品の種類型式等

に於いては遙か

に優れたもので

あって，之れは
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　　〔3〕ハイデ製野臥10センチ屈折式赤道儀

　馨れは本大願に於ける最古の天文器械であるが，それだけ，叉，之れは

小型の割合に，観測上幾多の偉功を奉した歴史を持ってるる．大正八年十

月，故佐々木哲夫氏がブインレイ彗星を匹見しナニのも此の機械であっkし，

それから自分等が鳥島やスマトラへ日蝕観測に携へ，叉，師岡へ水星縄過

の観測に携へて行ったのも之れであっナニ．昨年まで翻れは自働製置の無い

赤道儀であっtが，今年の初め，スマトラ行きの準備に際し，此の器械に

は西村製の見事な自働装置が加へられ，去る五月九日の日蝕の胃角コロナ

の撮影が行はれたばかりでなく，其の前の十敷夜にわたって，日本で見え

ない南天の珍らしい星座の窟眞が幾枚か撮影された．

　此の小赤道儀は今度花山上に移されて，最南端の位置に作られた移動箱

の中に牧められてるる．今後，恒星や遊星の回視観測のほかに，爾ほ，5セ

ンチ程度の廣角カメラを載せられて，恒星野の撮影が行はれるであらう．

　　〔4〕　カルヴー作ロ樫46センチ反射弍赤道儀望遠鏡

　之れは一昨年，自分が英國の月面二者グドエーカー氏から譲られた機械

熱羅 懸　　亀㎎
㌻

炉油

蝉ルプーの46センチ反射望蓮鏡
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であるが，像り大き過ぎるため，すぐ運用のはこびに至らす，到著後約ニ

ケ年の間，むなしく天文三内に放置されてるたものであった．今度之れも

花山上に移され，大學が之れを借り受けて，大型の移働箱中に据えるに至

ったものである．器械は口径甚6センチ（自Pち18吋），焦黒占距離3メートルで

あるし，彊力なる自働装置の上に乗ってみるから，謬れは眼覗用にも爲眞

用にも共に用みるこεが出懸るわけである．前記の如く，此の器械は日本

に到着以來全く使用されなかった器械であるから，其の將來の成績は，言

はN’未知藪であるが，中村氏が豫め監査した所によるミ，鏡面の性質は，

流石に天才カルブーの名を恥かしめない逸品であるミいふ．騙れは反射鏡

εして實に日本第一，否，むしろ東洋一の大きさの持ち主である，從って

愈々回れが花山上に於いて天室探査に毎夜其の偉力を登翻するこミNなれ

ば，果して如何なる成績を學けるやうになるか？　馨れは総ての人の括目

する所である．大口径を利用して，將來之れは或は干渉計装置により，天

胆間の極微角の測定に用ゐられるらしい回想もある．

　　〔5〕　ブラシァ製ロ径25センチ反射式赤道儀望遠鏡

　回れは大正九年の頃，日本への最初の反射望遽鏡Sして米國から購入さ
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れゲこものであって，今日ひろく我が炉内に流行する反射鏡の，實に魁をな

すものであるが，口径25センチ，焦黒占距離1．3メートルミいふ抱物鏡を持

つ故に，眼視的観測よりも，むしろ，窮眞的観測を得意εする黒占に於いて，

今爾ほ我が一時に其の比を見ない．中村氏は一って此れを以って火星面の

三智観測をした事もあるが，最近藪年間，掛れは：專：ら強力な天膿カメラε

して，星雲や星團，彗星攣光星等の撮影に用ゐられた．今年之れはスマト

ラの皆朗日蝕遠征に携へられ，他の器械が薄雲のteめ悩まされてみる時，

此の反射鏡だけは見事なコロナ爲眞を撮り綾けて，其の優秀な偉：力を獲揮

した．之れも今度花山上のものこなって，宿舎のすぐ南側の移動家屋の中

に据えられ，謡い霊室の探索に用ゐられるこεNなった．

　　〔6〕　中村作極軸弍反射望遠鏡

　之れは本館の南側の下方に，掩ひの中に平められてある奇形の一機であ

る．米國ノ、一ブード大門の極軸式望遠鏡の型式に暗示を得，しかも膨れを

反射鏡の利用によって成し響けた珍物であって，形こそは小さいけれ♂，

實に世界中の何慮にも全く類の無い望遠鏡である，拠物鏡の口脛11センチ．

下れに天膿の光を與へる一一野面鏡の傾斜如何によって，明察の任意の鮎に

ある星を見る装置であって，しかも其の名の如く，光線は極軸の方向に入

り來るものであるtめ，観測者は常に一定の方向に向ひ，坐しながら全天

室の観測を，最も安易になすを得るものである．渇れは全く試験時代の器

械であるから，決して最後の決定的型式のものεは言ひ難いけれ♂，εに

かく斯うした珍らしい望遠鏡によって愛光星等の観測が極めて迅速に1又，

容易に出行せられる事は豫期するこEが出点る．

　　〔7〕バルベルヒ製口径90ミリ子午儀

　贈れは昨年末わが京都帝國大空にドaツ國から購入された最新型の子午

儀であって，所謂バム〈ごルビ式の構造により，観測者は常に水李方向に進

み來る星の光りを携る姿勢を取りつX，子午線上の如何なる高度の星でも

観測し得る便利良き機械である．油物レンズの口径は90ミリメートル，焦

難距離は1メートル．之れに，自記式の測微尺を備へ，爾ほタルコト法に
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よる緯：度観測用の測微尺ε精密水準器ミを附属せしめてみる．之れは我が

天文墓の子午儀室に据えられて，全天文皇の原画占の経緯度を測り，叉，標

準時の決定に用ゐられる．

　　〔8〕　ザ1トリウス製20センチ環天文纏緯儀

　之れは明治四十三年にドイツ國から購入された高級経緯儀一所謂「ユ

ニグ1サル・インストル1メント」であって，望遠鏡は口径38ミリ焦思40セ

ンチであるが，精密な目盛りの垂直環ご水李環εは，共に直径20センチの

銀借を有し，之れに角度5分づsの目盛りを印し，其の細部は，更に二個

小鯛輔鞭によって三洋概で罐諏・やうに出門ゐ・・

それに，接眼部の測微尺や，タルコト水準器，目盛りの照明や視野の照明

装置，叉，垂直軸の廻轄調節なさ，すべて頗る進歩的な描造を持ってるる．

　重れは二十年來，自分等の愛用機であって，大學天文皇や，上加茂観測

脈こ於いて永く用ゐられたばかりでなく，鳥島にも，倉敷にも，満州にも，

スマトラにも携へられて，至る所，優秀な成績を慕けt．今叉之れは花山

に運ばれて，其の猫特な経緯儀室内に据えられ，種々の新方面に聖地天文

學上の諸問題解決のため用ゐられる豫想である．光線屈折の問題な3は先

づ着手せられるべき研究方面であらう．

　　〔9〕グラブ製口：脛42センチ・シ1ロスタト

　之れは本年三月英國から到着しナこばかりのシ1ロスタトである、太陽観

測の場合に用ゐられるものであって，第一鏡ε第二鏡ξ自働装置ミ，すべ

て三つの部分から出來てるる．第一一第二の雨鏡は共に不面或であって，直

径は何れも42センチ（16吋牛）．第一鏡は天の赤道に向うたまx自働装置に

よって太陽を追ひ，二護夜に一回韓の割合で蓮動ずる．叉，第二鏡は固定

した位置に置かれるものであるが，一年間の太陽の緯度の憂動に從って，

僅かつつ南北に移動するため，全膿が軌間の土に乗ってみる．此の二つの

鏡面よりの反射により，太陽光線が一定の方向を探って室内装置にまで導

かれるのである．此のシ｝ロスタトは一昨年英國グラブ會肚から濠州カン

ベラ天文墓に途られた18吋シ1ロスタトε全く同型のものであって，自働
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グラブの42センチ・シーロスタト

装置はすA“iて電動機により，叉，鏡面の保有方法には特別の装置が用ゐら

れてるる．一此のシ1ロスタトは我が天文毫の太陽観測室の束窓外のコ

ンクリ1ト壷」＝に据え付けられ，全匿が移動する掩ひ箱によって保護され

てるる．之れが室内に途る太陽光線は，シタインハイル製の20センチ反射

鏡によって，径5センチの太陽像を結び，其れが直接窟眞や分光爲眞に撮

影されるやうに出來てるる．

　　〔】0〕グラブ製ロ裡30センチ日蝕用シiロスタト

　湿れも本年初に英國グラブ會祠二から購入せられ，一庶試験の後，五月九

日の皆既口蝕観測のため南洋スマトラに携へられたものである．一個の李
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　　　　　　　　　　　日蝕用シーロスタト

面鏡ミ，之れを動かす自働装置Sの，二部分から成ってみる，自働装置の

原動力は重垂である．之れは元來族行用の機械であって，金属部は主ミし

てアルミニウム製であるこミは，製作者の誇りSしてみる鮎である．

　此の器械は，專ら日蝕族行用のものであるミは言へ，簡素たゴ了ひ込ん

で置くのは惜しいので，目下わが天文毫の太陽観測室の束窓外のコンクリ

1ト皇上に据えられ，中村作の15センチZF面鏡を第二鏡εして，室内に太

陽光線を迭り込み，太陽の分光研究に用ゐられてるる．

　　〔11〕ザ1トリウス製シデロスタト

　之れは明治四十三年にドイヅ國から購入せられ，其の後，大學天文墓に

於いて太陽の窮眞観測に用ゐられてるたものであるが，装置を改めれば容

易にシ1ロスタトミなし得る鮎を利用し，鳥島やスマトラの日蝕にも携へ

られた経歴を持ってるる．第一鏡も第二鏡も共に，もEもi10センチの孕

面であるが，最近には共に口径ISセンチの中村鏡を用みるこεNなつナこ・

め，光力は二倍ミなった．自働装置は重：垂の落下を圓錐振子によって調節
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する仕掛けであるし，調節には面面北極星か或は太陽を観測するやう巧妙

な装置になってみる．

　之れも太陽観測室の東窓外のコンクリ1ト皇の上に据え付けられ，普通

のシデロスタ1卜t「して，太陽光線を室内に途り込み，太陽の直接爲眞を

口々撮影するに用ゐられてるる．

　　〔12〕シタイン八イル陰口脛20センチ長囲顯反射鏡

　之れはザ1トリウス製のシデロスタ1卜ε同時に購入されナこ反射鏡であ

って，焦鮎距離は實に5メrトルである．從って回れは夜間の天髄槻測用

の普通反射鏡ミ異り，專ら太陽や月の如き明るい天一の観察に用ゐられる

ナこちのものである．購入一隅，永くシデロスタトミ併用せられてるtが，

今回花山上に於いてグラブ製42センチ・シ1ロスタ1卜S併せられるこε

になり，專らアスカニア製分光太陽窮眞儀のために縄5センチの太陽像を

作る役目を演じてみる．

　　〔13〕アスカ＝ア製分光太陽爲眞儀

　之れは大正十五年ドイヅ國から購入されたものであって，アスカニア會
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肚の考案製作にかNり，細隙の長さ6センチεいふ此の種の最大型のもの

である．目的は太陽の軍色寓眞を撮影するため，プリズム又はグレ1チン

グを用ゐナこ強力の分光装置を含んでみる．細隙の自働装置は精密に調節し

得る水量力を用みてみる．一週の器賊は購入以來，大愚天文憂に於いてザ

1トリウス製シデロスタ1トを改装したシ｝ロスタ1ト（鏡面の直経10セ

ンチ）ミ併用されてるナこが，元來之れには最強力のシ1ロスタ1トを必要ε

するものであるため，くり返し試瞼されtに拘らす，わっかに日光のK線

によって太陽面のカルシウム羊毛斑の痕跡を撮影するに過ぎない有様であ

った．しかし本年上記のグラブ製大シiロスタト1が到着したから，今後

は此の分光太陽爲眞儀も全能力を獲揮するであらう．

　　〔14〕　リーフラー製天文用標準時計　　　　・

　興れは明治四十四年，ド1ツ國から購入したものであって，今までは大

照天文毫の地下室に据え付け

られ，永く天艦観測上の標準

ミせられたものであった．与

れには全く同じ型の副時計が

軍事してみて，主時計ミは電

氣的に翻して即する耀馨

になってみる．リiフラ1ミ

言へば，今日最も優秀な標準

時計の代名詞のやうに言はれ

て，全世界の主な天文皇には藤

殆んさ必ず之れを備へてるる

有声である．一今回，過れは，

花山天文皇の本館時計室に呪

え付けられるこ言Nなり，依

然ミして本天文皇の標準時刻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り1フラ1標童韓時計を示す指針ミして活動をつ∫

けるに至った．
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　上に記したものが，まつ，目下わが天文皇に所有する主な機械であろ・

碕ほ此のほかにも，多少誇るに足るものこして，ハノけマン式の測微光度

計，ケンブリチ式の窮三板測定機，長波式の無線受信器二塁ξ，高さ22メ

～1・ル長さ45メートルの二重アンテナ，一三の短波長無線受信器等がある・

　しかしながら〉吾等は此等の大小様々な器械を以って，今日及び將來の

研究上遺憾無しεして決して樂観してみるのでは無い．親今急激に進歩し

つxある大宇宙研究の状勢を考へるE，今後は，3うしても口径80センチ

程度0）爲眞的大屈折赤道儀ε，口径100センチ以上の強力な反射鏡力E必要

であるし，爾ほ．進歩しナ二部分品乃至補助器ミして

　　ッアEス式の嘉眞原板比較測定機，

　　モル式又はツァイス式の測微光度計，

　　口径30センチ級の色子レンズ（分光太陽毛質儀用εして），

　　口径40センチ級の懸物プリズム（反射鏡に並用するナこめ），

　　新式小型の子午墳，

　　口径20センチ級の測角カメラ，

等が，燃すぐにも潤しいものである．尚ほ、⊥に長々ご記しナこ膿面上から

言って誠に恥しい話であるが，踊れだけの設傭を持ってみながら，實は，

態板や分光板の測定器や，計酔二器夘ノグラフ等σ）如き・εくに持っ

てるなければならない筈のものを持ってるない現歌である．願はくは，大

學内外の罐威者乃至援助者同情者たちの力によって，此等の不足器が完備

し國内國外に封して眞に誇り得る學府εして立ちたいものである．

　　　　　　　　（贈）現有する諸機械の能力とプロゲラム

　わが花山天文毫は上記の如き多種の機械を擁して，今後如何なる観測成

績を理けんεするのであらうか？　もεより此れは，軍に機械のみの都合

にようのでなく，むしろ多くの場含に概測者その人の傾向ε意志εに依る

ミも言ひ得るわけであるが，しかし自分は志づ入の都含を度外凹して，ナこ

だ各機械がそれぞれ適當な観測者の二丁により如何なる種類の能力を叢揮
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クク望遠鏡にて国国中の中村要氏
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し得るかを述べて見よう．

　まつ大クク機は，今日の所謂「中口径」の典型的赤道儀であるが故に，

　A、位置測微尺を利用して，遊星・三星・彗星・二重星等の相封位置を測

　　　　　　回するに適し，叉，その

　　B．口径ε倍率εを利用して，月面や火星木星等の遊星表面を眼覗的

　　　　　　に観測するを得しめ，倫ほ

　　C．適意なるフ／ルタ1板ミ乾板εを用みて，明るい天禮の正色二二

　　　　　　其の他の特殊二三を撮影するこミ1も望みが多い．叉

　D．附属16センチ反射鏡の凋特な集光力を利用して，極微星や彗星等

　　　　　　の撮影を目ざすのも好い．

　　E、口径の大ε，之れを巧妙に愛化し得る「しぼり」の装置を利用し

　　　　　　て，攣光星の眼覗観測をするのも牧獲は多からう．なほ，近

　　　　　　く購入せられる筈の

　F．光電光度計を接眼部に取り付けて，星の光度の精密憂動を追跡す

　　　　　　るこSは此の機械の最も近代的な活動方面であらう・

吹ぎに，ザートリウス機の能力は，やはり元來の赤道儀である鮎を以っ

　　　　　　て

　A．優秀なるレプソルド位置測微尺により遊星彗星二重星等の相封位

　　　　　　置を測るのみならす，

　　B，二個の輪形測微尺によって微光彗星を追跡するのも興味は深から

　　　　　　う．此の望遠鏡は

　　C．三物レンズがツアィス製のA型ミいふ珍種であるから，且つ割り

　　　　　　合ひに焦馳距離が長いから，其のまΣ爲眞に用みて，明るい

　　　　　　天腿の正色爲眞を撮影するこεも出上る．叉，特に

　　D．附屡18センチ封物プリズムを用みるε，恒星のスペクVル寓眞を

　　　　　　彩しく撮影するこミが此の機械の一の誇りであみ叉，

　　E．附属双三カノラは可なり三角強力であるから，恒星の撮影に適し，

　　　　　　殊に態々焦鮎外の爲眞撮影をやって其の原板をハルトマソ光
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E

G．

　　度計にて慮饗するε，優れた爲眞光度の研究材料を得るわけ

　　である。其の他

言の機は全腱εして頗る進歩的な構造を持ってるるから，將來い

　　ろ々々な新方面の開拓的試験に用ゐ得る可能性が多い．

大多藪の攣光星の澗長を此の器械で眼視的に観測するこεも容易

　　である．

さて又，ハイデ赤道儀は，小型の構造であるから，

　A．十二等級まで位の攣光星を観測したり，

　B．新彗星を捜索したりするナこめには恰好のものであるが，叉，

　C。近頃附加されナこ自働装置Eエルマジス玉σ）カメラを用みて可なり

　　　　　見事な煩星爲眞を撮るこεも出來る．

反射機の王位にあるカルヴーの46センチは

　A．永くグドエーカー氏が試みた如く，月面や遊星面を観測するのに

　　　　　最も適當のものであるが，又

　B．細微な攣光星の温品観測にも適するこミ勿論である，しかし又

　　　　　此の機械は，接眼部を取りかへて，

　C．ニウトン式の点眞反射鏡Sして可なり優秀な成績を油け得るこミ

　　　　　は必然であって，彗星や小遊星は言ふに及ばす，進んで星雲

　　　　　や星園の探索や登高に利するこミも出來やう．其の他こうし

　　　　　ナこ研究方針を晶晶して

　D．例の三際的な「二二面積計書」Plan　of　Selected　Areaに参加し，

　　　　　何等かの貢献をするこミが可能であらう．

　E．自分は此の大反射鏡に干渉計を取り付けて，近接二重星の測定を

　　　　　燧行ずる日の近からんこミを豫想するものである．

ブラシア反射鏡は何ε言っても爲論式の構造を最も得意ミしてみる。故

　　　　　に研究方面εしては

　A．恒星々野の撮影，

　：B．彗星の撮影，

　C．　星雲や星團の撮影
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　　　　　なS“7e，長短種々の光波によって試みるこεは，其れ自wa　S

　　　　　して興味多いここである，

　D，簡輩な観測Eしては攣光星も好い．

　E．中村君はかつて此れにより火星の観測や彗星の捜索なεをもやつ

　　　　　た．．しかし斯うした方面は今は他の機械にゆつっても良い．

　　　　　爾ほ，此の機械の自働装置は可なり堅實であるから，

　F．小型カメラを之れに結合して，良い恒星爲眞を撮るこミも出來る．

極軸式の反射鏡は元來試験的のものであるが，自分も中村君ε共に

　A．攣光星の眼視観測なさに之れを用ふるのがゴ最：も適當であり，且．

　　　　　便利が多いε思はれる．

グラブの42センチ・シーロスタトは，張力な器械ではあるが，專ら之れ

　　　　　はシタインハィルの反射鏡やアXカニアの分光太陽爲眞儀ミ

　　　　　並写せられるのであるから，

　A．カルシウムのH線やK線によって羊毛斑の連綾観測をするこεが

　　　　　最も容易且つ有利であるが，若し人力ε機械力ミに鯨裕があ

　　　　　るならば

　B　C線な曹によって太陽中の水素ガスの激烈な蓮動を系統的に研究

　　　　　するのも興味は多からう．爾ほ此の機械は

　C．夜警に用みて，月や遊星や一般恒星の撮影にも引用するこミは新

　　　　　しい開拓的方面であらう．

グラブの30センチ日蝕用シーーロスタトは，日蝕以外の李常時に此の集光

　　　　　力を利用して，

　A．　　太陽光線のスペクトル研究をするのに良い機械である．

ザートリウスのシデロス9Fも，分光研究に用ゐられないこEは無いの

　　　　　であるが，瞠れは警むしろ他に譲って，

　A．長焦鮎のレンズを妙用し，日々の太陽像を直接に撮影し，永久に

　　　　　太陽面の活躍状況を記録するのが適當な方面である．

さて叉，アスカニアの子午儀は，

　A．リーフラーの標準時計ミ並擁して，日々の精密時刻の観測を最も
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B．

C．

D
E

　　根本的な貢献ミすべきであるが，

更に之れε無線装置ミの並用によって，他の天文壷S連絡をSり

　　つS，経度の観測を遂行するのも良い．叉，

タルコト装置を利用して，緯度ミ其の憂動を懸隔的に観測するこ

　　ミも重要な仕事である．更に，上記の方法を逆用して，或る

　　場合には此の機械により

天覧の赤縄や，

天艦の赤緯を測定するこミも可能である．

ザードリウスの天文経緯儀は，元來族行用の萬能機械であるのだか，之

　　　　　れを我が天文皇に据え付けて，種々の問題を研究する事も無

　　　　　いでは無い，殊に

A．室氣による光線屈折の研究な♂は，古い問題ではあるけれ曹，今

　　　　　尚ほ此の種の機械を以って解決すべきものS一つである．叉，

悪評㌧
類

灘
転

天　文　経　緯　儀
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　　　此の機械は小型ながら優秀な目盛り環をナこてよこに備へてる

　　　るから，

B．翻れを子午環ミして，或は叉，

C．一の垂直環ミして，簡軍な問題の研究に利用し得るは勿論である．

置位の　
の

蘂
。
。

　
4
3

文
1
／

　
（

天山花
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　　　　　　　　　　（五）花山天丈蔓の位置

　わが花由天文毫の位置は宇治郡山科町であるこミ前記の通りであるが，

天文學上の経緯度は，自分が去る三月，薄謀本部獲行の地圖で調査した所

によるざ，ほx“

　　　　　　　東経騰雨曝又は

　　　　　　　北緯　34度　　59分　　25秒

　　　　　　　重毎圭交　　 糸勺　221メートル

である．但し之れは，大艦，本館のドームの基底・ご表はすものε見るべ・き

である．（BULLETIN　156参照）

　精密な経緯度の確定値は是非天膿観測によって決定しなければならな

い．去る八月二二十九日から，自分は渡邊稻痘苗氏E共に，由りに先づザー

トリウスの天文経緯：儀を本館屋上の三皇にある南観測皇上に乗せて，子午

線槻測を試みた，其の結果は

　　　　　　　東経｛131｝、ll；n　ll；1又は

　　　　　　　耳ヒ緯　　　34。　　　59’　　　　24”

εなった．滑れは今後暫くの間，最も眞に近いものεして用みて好いもの

である．懸れ以上の精密な経緯度は今冬行はる筈である子午儀室内の観測

に其の結果を待ナこなければならない．

　　　　　　　　　　　　（凸as）鴨　山　道　路

　上記しナこ如く，昭和二年の夏，伏見工兵隊の努力によって，京都市蹴上

けから我が天文皇まで，全長2000メートルの見事な道路が開かれk．まつ

直ぐに線を引けば僅か1000メートルであるべき距離であるが，峰や渓谷の

間を切り開いた難工事であっナこ．之れは天文塁の正面交通路εして永く工

兵隊の努力を感謝しつ・用ゐられる筈である．此の道路は，屈曲も多く，

景色の移り攣りも眼ざましい．從って，吾々關係者が朝な夕な昇降するた

めにも，時々の來訪者が道をたさるにも，何等かの便利ε思って，此の道
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：礎肱鶴

r驚罐譲画幅．

　，籍

花山道路作業中の伏見工兵隊

路の主要鮎八ケ所に，下のやうな名を付けた．皆，昔しから天文史上に有

名な人の記念をも余ねてるる．

　1．トレーi」曲路（h一ヴ）」・…・

　2．「オーマ心許」……・……・…・…

　5．rブルーノ鮎（＊・6ント）」・…・・

　4．「コペルニク輪回」’。●’●…’”

　5．「ケプラー；粘」…・…………・・…

　6．　「ガリレオ道」…・………・・・・・…

　7，「ニウトン難路（ドロツブ）」

　8．「ハーシェル道」…＿＿＿．．

・…… R上げの京津電車線路から花山道路t：踏

　　み入って最初の大屈曲・

…… gレミー曲路よリ約180メー｝）1！・

……
}　・一　se　一　asより約300メーDレ・此の鮎

　　でHの岡の景色が好い・

・…・ dルーノ鮎より約IOOメートル・急に右

　　へ曲る。

……コペtV二〃幣回路な昇りっめナニ所，工兵

　　隊の記念標がある・此の鮎から始めて南

　　方に聡慧豪の大ド員ムが見えろ，

…… Eに絶壁，左に漢谷た見て進む・

・・…・一 梔ｺ降する凹部・

…・… R科道ミの分岐貼附近・
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　　　　　　　　　　（t）天女峯の人員

　わが天文皇の現在のメンバーは下の如くである．

　　　　　教授余弓長　　　　　　　理學博士　山本　一清

　　　　　助教授　　　　　　　　　　理學博士　上田　　穣（外遊中）

　　　　　講師　　　　　理學士上島　昇
　　　　　助　手　　　　　　　　　　　　　　中村　　要

　　　　　助手兼主事　　　　　　　　　理學士　森川　光郎

　　　　　囑　託　　　　　　　　　　　　　　山本　英子

　　　　　大學島島生　　　　　　　　理忌日渡邊　敏夫

　　　　　學　生　　　　　　　　　　　　　村上　忠敬

　之れは軍に現在主ミして天文皇に起居する人員である．一一皇内の設備

ε實力Sを理想化して考へるε，此の天文皇は少なくミも

　　　　　皇長兼響町　　　　　一人

　　　　　教　授　　　　　　　　二人

　　　　　助教授　　　　　　　　三人

　　　　　助　手　　　　　　　　五入

だけの人員が居なくては，全能率を畿揮するこεが出來ないやうに思はれ

る．しかし之れについては當四三算をも噌さねばならないこミ勿論である．

　　　　　　　　　　　（八）天交撃玄室

　もεの大學天文毫の，ほSんさ総ての機械設備を花山へ持ち去った跡に，

やはり大學理三部の「天文學教室」は残ってみる．此の教室からは「星學
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研究室」ミ永く呼んだ木造が一棟だけ花山へ移されて，其のあミへ，去年

の末か．も「理論天文學研究室」Eいふものが，以前の南館の絹綾εして建

てられた．此等を含んで，教室は今，南北爾館，實験室，分歎室，子午儀

室等の建物が存立し，総撒52の室があって，第一第こ二の爾講義室，雑誌室，

圖書室，及び二三の観測室のほかは，多く教官乃至學生たちの居室ミなっ

てみる．花山の方ε蓮って，此の教室は學生の教育ε，理論天文學の研究

εが主な目的であるから，観測ミしては，學生の實習以外に，大して多く

の設備を要しないわけである．しかし，εにかく，折角立派な9メートル・

ドームが此の教室には存在するのであるから，之れを遊ばせて置くのは惜

しく思はれて，こNに一つ花山へ蓮ばれなかったカルブーの33センチ反射

式赤道儀を此のドーム内に据え付けるこミにしナこ．之れは今から三年前の

昔しに二つたわけである．カルブーの33センチは今までにも中村君によっ

て種々な方面に使用された通り．なか々々優秀な機械であって，鏡面の形

歌は勿論，赤道儀の自働装置も實に確實な成績を見せてみる．故に教室方

面に於いて此の望遠鏡をうまく活用すれば，すいぶん立派な観測成績を墨

け得るに違ひない．

　教室には今二つの子午儀室に，縛計三個の石の塁が置かれてある．之れ

に，教室所有のシタインハイ』ル型の子午儀や，其の他一二の小型機が据え

られてある．此等は皆專ら學生たちに子午線観測の練習をなさしめる用に

供するものである．しかし此等も立派に使へば，研究的に相當な成績を牧

めるこミにならう．

　　　　　　　　　　　「花山」ぜいふ名

　花山は「クワザン」ミ青む．叉，「カザン」でも宜い．山科の住民の中には

「カサン」ざ呼んでみる人もある．一一昨年の五月の以る日，此の山を踏

査し九時，里の人に聞いナこら，此の山の名を「カザヤマ」εいふ風に素志し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かざやま
た．そこでふε思ひついたこεであるが，此の山の名は元々「風山」εいふ

のでは無かっただらうか？　其れを，中古の文人たちが詩化し，美化して

「花山山」ε書くやうになったのでなからうか？　εにかく，「花山」ミ書き

ながら，「ハナヤマ」ε罷まないで，わざわざ「カザン」S讃ませてみるのは，

問題減するに足る．


